
びびとと らら
中能登町議会中能登町議会議会だより

【主な内容】

　平成30年度　町の当初予算　決まる　　　　２ページ
　一般質問　町政を問う　議員６名登壇　　　 ８ページ

　　　　　　　　　　　　　武部地区　獅子舞
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道の駅｢織姫の里なかのと｣周年祭にて
４月21日



議会だより とびら 第15号 2

平成30年度の主な事業

77歳 88歳 99歳 100歳に
お祝金贈呈

不動滝不動滝不動滝
公衆無線LANの
環境を整備

普及啓発事業
子ども議会での
提案を実現

ポイ捨てポイ捨て
不法投棄防止不法投棄防止
ポイ捨て
不法投棄防止

ロタウイルスワクチン
おたふくかぜワクチン
接種費用の一部を助成

教職員の負担軽減

住宅取得費や
賃貸住宅賃料など
最高30万円補助

結婚新生活応援結婚新生活応援結婚新生活応援

（所得など諸条件があります）

長寿祝金事業長寿祝金事業長寿祝金事業

乳幼児・児童乳幼児・児童
予防接種予防接種
乳幼児・児童
予防接種

校務支援員校務支援員
部活動指導員配置部活動指導員配置
校務支援員

部活動指導員配置

議会だより とびら 第15号3

予算審査特別委員会予算審査特別委員会

平成30年度 当初予算

元気いっぱい　鹿西小学校 3年生

 

３
月
定
例
会
議
で
は
、
平
成
30
年
度

の
当
初
予
算
を
審
議
す
る
た
め
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
中
能
登
町
の
将
来

の
た
め
に
人
口
減
少
対
策
や
福
祉
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
予

算
で
も
、
引
き
続
き
子
育
て
応
援
や
定

住
促
進
事
業
が
継
続
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
税
金
が
ど
の
よ
う
な
事
業

と
な
っ
て
結
び
つ
き
展
開
さ
れ
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
活
か
さ
れ
て
い

る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
様
々

な
質
疑
を
行
い
、
定
例
会
議
最
終
日
に

当
初
予
算
議
案
８
件
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

●各会計の予算額（単位：千円）
一般会計 10,062,930
後期高齢者医療特別会計 242,490 分譲宅地造成事業特別会計 17,830
介護保険特別会計 2,188,000 ケーブルテレビ事業特別会計 126,170
国民健康保険特別会計 2,009,000 水道事業会計　収益的支出 451,199
下水道事業特別会計 1,779,870 　　　　　　　資本的支出 334,900

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
議

委
員
長　
　

諏
訪
良
一

副
委
員
長　

南　

昭
榮

子
育
て
応
援
事
業

定
住
促
進
事
業

継
続

一般会計で総額　約100億６千万円一般会計で総額　約100億６千万円一般会計で総額　約100億６千万円



議会だより とびら 第15号議会だより とびら 第15号 45

予算審査特別委員会

委員からの主な質疑と執行部の答弁
■保育園等の再編方針

■自殺対策計画策定

■原子力防護施設維持管理

土本委員：保育園再編検討会議
委員の非常勤職員報酬の計上に
ついて、今後の保育園等の再編
方針を聞く。

笹川委員：自殺対策計画策定委
員報酬の計上があるが計画策定
と委員構成を聞く。

宮下議員：生涯学習センター管
理運営事業原子力防護施設維持
管理委託料111万３千円につい
て、どのような管理をするのか。

答弁・住民福祉課：町では嘱託と臨時職員の雇用
を、民間へ委託する方向で進めており、 保育園で
も同様に検討している。今後、民間委託の職員で
構成する保育園として、業務委託するなど、民営
化も含め、保育園再編検討会議で、検討していき
たい。

答弁・保健環境課：自殺対策基本法の改正で、新
たに県や町にも計画の作成が義務付けられたもの
で、保健、福祉、警察など関係機関が連携を図り
進めていきたい。

答弁：生涯学習課：ラピア鹿島の原子力防護施設
の自家発電設備、陽

よう

圧
あつ

化
か

装置、 地下タンクの点検
を行うものであり、維持管理のため、毎年この経
費がかかる。

奥の建物が「旧丹後邸」の離れ部分

-旧丹後邸-　離れ改修 継続協議を要請　委員会で現地視察
　「旧丹後邸」の整備は、現在、『重要伝統的
建造物群保存地区』の指定に向けて、取り組
んでいるとのことであり、当初予算では、国
指定有形文化財の選定外である離れの部分の
改修費用として、工事請負費１千万円が計上
され執行部からは「移住・定住の促進」「創
業支援」を目的とした改修であるとの説明を
受けました。
　しかし、委員からは、当議会に対して「旧
丹後邸」を何に利用していくのか、国指定有
形文化財の指定箇所である主屋の改修がある
のか、今後の「旧丹後邸」利用案として、主
屋・離れを合わせた施設全体の計画案が、説
明されていないのではないかとの議論があり
ました。
　これを踏まえて、委員会では執行部に対し
29年度予算に計上済みである離れ部分の基
本設計を示し、取り壊しを含めた協議をした
上で、今後の予算を執行するよう要請しまし
た。

３月定例会議　採決の結果

■ 全議員が賛成して可決された主な議案　　

結果 町　長　提　出　議　案

可決

工事請負契約の変更
（平成28年度農村総合整備事業（中山間対策型）営農環境整備支援瀬戸地区植物工場用地造成・外構工事）

主要地方道からの乗り入れ部分の拡幅改良にともなう工事等が増えたことから、事
業費394万2千円を増額し、契約金額を6755万４千円とした。

可決

中能登町中小企業及び小規模企業振興基本条例の制定
中小企業等が当町の経済の発展に果たす重要性に鑑み、その振興に関しての基本理
念を定め、町の責務や事業者と商工会の役割等を明らかにするために条例を定めた
もの。

可決 中能登町放課後児童クラブ条例の制定
かしま放課後児童クラブの移転にともない、名称と位置を定めたもの。

可決 中能登町コーポとりや条例の一部を改正する条例
単身世帯の入居を可能としたもの。

可決

中能登町下水道等供用開始区域内し尿等処分手数料徴収条例を廃止する条例
バイオマスメタン発酵施設の稼働により、し尿等の処分手数料は、「中能登町廃棄物
の減量化及び適正処理等に関する条例」に基づく手数料の徴収となることから、廃
止するもの。

内容

内容

内容

内容

■ 付託された常任委員会での「請願」の採択結果

請　願 付託委員会
採択結果

請願者：公明党中能登支部顧問　大森繁治　紹介議員：笹川広美議員
洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の河道掘削の予算の確保を
求める請願書

総務建設常任委員会
採　　択

結果 議　会　提　出　議　案

可決 洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の河道掘削の予算の確保を求める意見書

提出された議案に対して、議員が賛成・反対の意思をあらわして、
議案成立の可否が決定します。

（議長は、採決には加わりません。）

内容



議会だより とびら 第15号議会だより とびら 第15号 67

■３月定例会議■　開催期間３月５日から20日　議案に関する議員からの質疑　町の29年度一般■３月定例会議■　開催期間３月５日から20日　議案に関する議員からの質疑　町の29年度一般  会計予算は約6810万円を増額補正して総額約107億7241万円になりました　■３月定例会議■会計予算は約6810万円を増額補正して総額約107億7241万円になりました　■３月定例会議■

体育施設

適切な利用で
みんなで
気持ちよく
運動を

農業の振興

産地パワー
アップ事業
342万５千円
増額補正

Ａ 利用者に対しては、使用名簿に氏名と住所を
記載していただき、町外利用者には管理人が
使用料を徴収している。今後も適切に対応す
るよう指導していきたい。 （担当課：生涯学習課）

Ｑ 補正予算の歳入の農業費補助金の
「強い農業づくり交付金」と、歳
出の補助金「産地パワーアップ事
業」との整合性について説明を求
める。

Ａ 歳入の「強い農業づくり交付金」
は国の補助事業名であり、歳出の
「産地パワーアップ事業」は県の
補助事業名である。なお、「産地
パワーアップ事業」の内容は、農
事組合法人能登花見月への田植機
１台購入分と、ＪＡ能登わかばの
ライスセンター機械購入分の補助
事業である。 （担当課：農林課）

建物内の現地確認

返還金を補正

へき地児童生徒
援助費
216万円
増額補正

Ｑ 増額補正理由を聞く。

Ａ 平成29年 2月に受けた会計実地検査で、補助金
が過大交付との指摘を受けて返還するものであ
る。過大と指摘された内容は、学校統合にともな
い、遠距離通学費を統合から 5年の間、国から
補助金が交付されるが、国の補助金対象の距離で
はなく、町が条例で定めた距離で申請をしたた
め、過大申請の指摘を受け、返還金の増額補正を
行ったものである。 （担当課：教育文化課）

設
置
条
例
を
制
定

　

新
・
か
し
ま
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
「
ラ
ピ
ア
鹿

島
」
内
か
ら
鹿
島
小
学
校
体
育
館
と
な
り
の
「
旧
す

ぱ
ー
く
鹿
島
」
へ
移
転
す
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
と

り
や
・
ろ
く
せ
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
名
称
や
位

置
と
合
わ
せ
て
、
中
能
登
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
を
新
た
に
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
14
日
に

は
議
会
で
、
か
し
ま
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
移
転
建
設

工
事
の
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
議
会
で
は
、
３
月
定
例
会
議
で
こ
の
条
例
を
含

め
全
34
件
を
審
議
し
、
全
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

新
・
か
し
ま
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

平
成
30
年
４
月
か
ら
利
用
ス
タ
ー
ト

Ｑ 町体育施設の使用で、町外の方が使用する場
合に、使用料の徴収などが、適切に行われて
いるのか。

農事組合法人能登花見月　機械購入（田植機）

鹿島体育センター「トレーニングルーム」 スポーツセンターろくせい「アリーナ」



議会だより とびら 第15号議会だより とびら 第15号 89

３月定例会議 一 般 質 問

【
土
本
】
平
成
29
年
３
月
執
行
の
町
長

選
挙
で
自
身
が
訴
え
た
公
約
の
一
つ
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
防
災
中
枢
拠
点
の
機

能
強
化
を
踏
ま
え
、
町
民
と
の
対
話
を

通
じ
、
庁
舎
建
設
の
議
論
を
進
め
る
と

訴
え
た
。
自
身
の
公
約
は
実
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
考
え
や
思
い

に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
現
庁
舎
は
老
朽
化
が
進
み
維

持
管
理
コ
ス
ト
が
高
く
、
財
政
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
鹿
島
と
鹿
西
庁

舎
は
耐
震
基
準
を
満
た
さ
ず
、
大
地
震

発
生
時
に
は
倒
壊
の
恐
れ
も
あ
る
。
建

設
費
を
再
検
討
し
た
上
で
候
補
地
案
を

示
す
と
い
う
意
味
で
、
旧
鹿
西
中
学
校

案
を
外
す
と
し
た
訳
で
は
な
い
。
29
年

度
に
実
施
し
た
11
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
７
団
体
か
ら
旧
鹿
西
中
学
校

利
用
案
へ
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
。
遊
休

資
産
の
有
効
活
用
に
も
な
り
、
再
度
、

旧
鹿
西
中
学
校
利
用
案
を
提
案
す
る
。

【
土
本
】
町
長
と
は
町
の
未
来
に
向
け

誤
り
の
な
い
地
図
を
描
く
こ
と
だ
。
議

会
報
告
会
で
は
、
旧
鹿
西
中
学
校
利
用

案
に
反
対
の
意
見
が
多
い
。
ど
ち
ら
も

町
民
の
声
だ
。
利
便
性
、
安
全
性
、
町

づ
く
り
と
の
整
合
性
、
防
災
等
々
、
総

合
的
に
検
討
す
べ
き
だ
。
旧
鹿
西
中
学

校
利
用
案
が
統
合
庁
舎
に
ふ
さ
わ
し
い

と
言
い
切
れ
る
か
。

【
町
長
】
旧
鹿
西
中
学
校
は
利
活
用
案

が
な
く
、
統
合
庁
舎
以
外
な
い
。
政
治

生
命
を
か
け
て
で
も
、
旧
鹿
西
中
学
校

利
用
案
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
基
金
の
運
用
状
況

土本　　稔 議員

問 

政
治
姿
勢
を
問
う

　
　
答 

政
治
生
命
を
か
け
て
提
案
す
る

【
諏
訪
】
①
平
成
30
年
産
か
ら
国
に
よ

る
生
産
調
整
（
減
反
）
が
廃
止
に
な
る

も
生
産
の
目
標
数
量
が
す
で
に
各
農
家

に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
需

要
に
応
じ
た
生
産
を
図
り
、
安
定
的
に

生
産
者
米
価
を
保
持
す
る
た
め
に
、
農

家
や
地
域
の
主
体
性
に
委
ね
る
こ
と
が

本
旨
で
あ
る
が
、
農
家
の
経
営
安
定
化

の
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
①
新
し
い
米

政
策
の
推
進
策
、
②
優
良
農
地
の
不
作

地
化
の
防
止
策
、
③
水
田
フ
ル
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
、
④
県
営
ほ
場
整
備
事

業
の
推
進
、
⑤
担
い
手
の
育
成
確
保
と

支
援
策
を
聞
く
。

【
町
長
】
①
平
成
30
年
産
以
降
の
米
政

策
が
大
き
く
見
直
さ
れ
る
。
国
が
示
す

需
要
情
報
を
参
考
に
、
町
も
引
き
続
き

生
産
調
整
を
行
い
、
米
の
安
定
供
給
に

向
け
た
目
標
達
成
に
取
り
組
む
。

②
棚
田
等
の
条
件
の
悪
い
農
地
が
放
置

さ
れ
る
こ
と
に
は
、
非
常
に
懸
念
を

持
っ
て
い
る
。
環
境
保
全
や
景
観
を
守

る
た
め
に
も
、
施
策
が
必
要
だ
が
現
時

点
で
は
策
は
な
い
。

③
町
農
業
活
性
化
協
議
会
で
、
平
成
26

年
度
に
策
定
し
て
い
る
「
水
田
フ
ル
活

用
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま
え
、
県
農
業
活

性
化
協
議
会
が
示
す
生
産
基
準
数
量
を

守
り
、
地
域
農
業
を
推
進
す
る
。
麦
、

大
豆
、
ソ
バ
、
飼
料
作
物
等
を
地
域
振

興
作
物
と
し
て
位
置
づ
け
、
転
作
の
団

地
化
や
集
団
化
を
推
進
す
る
。
な
お
、

ハ
ト
ム
ギ
の
生
産
は
、
町
活
性
化
委
員

会
で
検
討
す
る
。

④
地
域
ぐ
る
み
で
農
地
の
集
積
を
図
り
、

耕
作
放
棄
地
の
抑
制
と
将
来
の
農
業
経

営
者
の
育
成
を
目
的
に
、
県
営
ほ
場
整

備
事
業
を
推
進
す
る
。　

⑤
法
人
や
集
落
営
農
組
織
を
中
心
的
担

い
手
と
位
置
づ
け
、
今
後
さ
ら
に
農
事

組
合
法
人
化
へ
誘
導
し
、
担
い
手
確
保

に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
断
水
被
害
の
軽
減
対

策

諏訪　良一 議員

問 

農
業
振
興
策
を
示
せ

　
　
答 

農
政
の
課
題
対
処
を
目
指
す

【
坂
井
】
①
関
東
中
能
登
会
の
設
立
に

向
け
て
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、
首
都
圏

在
住
者
の
親
睦
を
深
め
る
有
効
策
の
考

え
は
あ
る
か
、
②
交
流
手
段
の
一
環
と

し
て
「
広
報
な
か
の
と
」
の
関
東
方
面

の
発
送
件
数
を
聞
く
。

【
町
長
】
①
町
は
、
東
京
方
面
で
開
催

さ
れ
る
全
国
町
村
会
主
催
「
町
イ
チ
！

村
イ
チ
！
」「
北
陸
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
石

川
県
人
祭
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
職

員
を
派
遣
し
、
交
流
を
深
め
る
活
動
を

行
い
、
首
都
圏
在
住
者
と
の
親
睦
が
増

え
る
動
機
づ
け
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

②
直
近
発
行
の
平
成
30
年
３
月
号
は
関

東
方
面
の
１
都
６
県
に
２
７
３
件
を

送
付
し
て
い
る
。
内
訳
は
、
東
京
都

１
１
１
件
、
神
奈
川
県
51
件
、
千
葉
県

48
件
、
埼
玉
県
46
件
、
茨
城
県
10
件
、

群
馬
県
４
件
、
栃
木
県
３
件
で
あ
る
。

【
情
報
推
進
課
長
】
ふ
る
さ
と
会
の
結

成
や
会
員
募
集
の
記
事
を
掲
載
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
の
で
、
記
事
掲
載
に

つ
い
て
、
相
談
を
い
た
だ
け
れ
ば
対
応

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
防
災
士
の
育
成
と
組

織
づ
く
り
▼
教
職
員
の
多
忙

坂井　幸雄 議員

問 

関
東
ふ
る
さ
と
会
の
発
足
を

　
　
答 

会
の
結
成
に
協
力
と
支
援
す
る

東京とりや会　総会のようす

【
笹
川
】
①
い
し
か
わ
歴
史
遺
産

の
認
定
を
受
け
、
町
の
歴
史
文
化

の
保
全
活
動
の
今
後
の
方
針
、
②

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
む
伝

承
と
啓
発
活
動
、
③
歴
史
文
化
の

研
究
の
た
め
の
人
材
活
用
を
聞
く
。

【
教
育
長
】
①
認
定
を
機
会
に
県

作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、町
広
報
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
懸
垂
幕
等
で

普
及
啓
発
す
る
。
さ
ら
に
雨
の
宮

能
登
王
墓
の
館
を
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
、パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
、

石
動
山
資
料
館
や
創
修
館
資
料
室

の
展
示
を
見
直
し
、
認
定
効
果
が

地
域
全
体
に
波
及
す
る
よ
う
に
努

め
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
住
民
が

文
化
財
継
承
の
担
い
手
と
し
て
主

体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
推
進
し

た
い
。

②
現
地
学
習
や
ふ
る
さ
と
検
定
、

雨
の
宮
古
墳
祭
り
で
の
古
代
の
体

験
を
通
し
、
語
れ
る
人
材
の
育
成

を
図
っ
て
い
く
。

③
当
町
は
、
県
下
に
誇
れ
る
国
指

定
史
跡
や
織
物
産
業
の
発
展
を
背

景
と
し
た
伝
統
的
な
建
造
物
を
残

す
町
並
み
な
ど
、
有
形
・
無
形
の

多
種
多
様
な
文
化
財
が
継
承
さ
れ

て
い
る
。
30
年
度
は
専
門
職
で
あ

る
学
芸
員
を
２
名
増
員
し
、
３
名

体
制
と
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を

実
施
し
た
い
。
ま
た
、
町
文
化
財

の
研
究
や
活
用
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
地
域
の
方
々
を
巻
き
込
ん
で
文

化
財
保
護
と
地
域
活
性
化
に
向
け
、

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
笹
川
】国
内
、海
外
へ
と
発
信
し
、

力
強
く
推
進
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
雪
害
対
策
▼
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

３月定例会議　一般質問 ここが聞きたい ! !

６名の議員が登壇し質問する

笹川　広美 議員

問 

文
化
財
保
護
事
業
を
進
め
よ

　
　
答 

地
域
の
活
性
化
へ
つ
な
げ
る

大きなパネルでアピール！



常
任
委
員
会
審
議
内
容
報
告

総務建設常任委員会務建設常任委員会
春木４区画　徳前７区画　能登部上４区画
分譲宅地完成　6月１日から販売予定

販売価格は３か所ともすべて15000円/㎡（参考：49500円／坪）

常
任
委
員
会
審
議
内
容
報
告

教育民生常任委員会育民生常任委員会

鳥屋小学校周辺道路・鳥屋/鹿西小学校外壁工事

　平成28年度事業であり、平成29年度に繰り越した鳥屋・鹿西小学校の外壁の塗装等の工
事が完了し現地を確認しました。また、鳥屋小学校では、平成28年から実施している周辺
道路工事で登校坂の勾配がゆるやかになり、歩道も歩きやすくなりました。
　今後、鳥屋小学校では、体育館前道路の拡幅工事（延長72ｍ）を行い、歩道も設置され
る予定です。

　
　町が分譲宅地を造成し
ているが今後、町にとっ
ての損得などあるか。

質問：委員質疑
一番の目的は定住促進。また、宅地造成は遊休地の有効
活用でもあり、家屋を新しく建てることで固定資産税の
税収増も見込めるなどがある。

回答：町 答 弁

現地視察

パイプハウス等復旧への補助事業
　平成30年１月から２月にかけての大雪で、農業施設が壊滅的な被害を受けたことで、産
地の営農再開、食糧の安定供給に万全を期すために、県が被災者の支援を実施する補助制度
を創設しました。
①農業用施設被害（パイプハウス等）-事業費50万円以上-
　農家負担を全体の約４割に軽減するため、県・市町・JAで支援
②小規模被害（ビニールのみ破損等）-事業費50万円未満-
　農家負担を全体の約５割に軽減するため、県・市町・JAで支援

※①、②ともに共済金額を控除して補助金額を算出します

議会だより とびら 第15号議会だより とびら 第15号 1011

【
中
川
】
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
い
う
マ
ー

ク
が
あ
る
。『
助
け
て
下
さ
い
』
と
い

う
意
味
だ
。
東
京
都
が
２
０
２
０
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
利
用
を
進
め
て
お
り
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
案
内
表
示
に
も
指
定
さ
れ

た
。
町
で
も
率
先
し
て
導
入
と
普
及

啓
発
を
行
い
、
当
町
に
訪
れ
た
体
の

不
自
由
な
方
が
、
こ
の
マ
ー
ク
に
よ
っ

て
安
心
し
て
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

が
、
石
川
県
内
で
は
ま
だ
そ
う
と
は

言
え
な
い
。『
障
害
攻
略
課
』
を
立
ち

上
げ
た
中
能
登
町
と
し
て
、
今
年
度

作
成
し
た
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
と
も
に
、

県
や
近
隣
の
自
治
体
と
共
に
推
進
を

図
り
た
い
。

【
中
川
】
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
推
進
で
、

支
援
が
必
要
な
方
（
カ
ー
ド
提
示
者
）

が
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
に
は
、『
助
け
て
下
さ
い
』
と
い

う
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
サ
イ
ン
を
中
能
登

町
の
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

【
住
民
福
祉
課
長
】
町
が
率
先
し
て
取

り
組
む
体
制
、
地
域
の
方
が
そ
れ
を
見

て
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
が
大
切
だ
。
町
で
は
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

を
１
千
枚
作
る
予
定
で
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
載
せ
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
豪
雪
に
よ
る
登
下
校

の
混
乱

中川　秀平 議員

問 
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
推
進
せ
よ

　
　
答 

町
と
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い

【
林
】
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
当
初
の

趣
旨
は
、
故
郷
の
力
に
な
り
た
い
と
の

思
い
を
も
っ
て
、
大
切
な
お
金
を
故
郷

へ
寄
附
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
近
年
は
、

そ
の
趣
旨
が
崩
れ
、
豪
華
返
礼
品
競
争

に
よ
る
お
金
集
め
と
な
り
、
見
か
ね
た

総
務
省
が
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
こ
と
で

落
ち
着
い
た
感
が
あ
る
。
そ
の
後
、
全

国
的
に
、
使
途
を
定
め
た
ふ
る
さ
と
納

税
に
取
り
組
む
自
治
体
が
出
て
き
た
が
、

昨
年
、
当
町
で
開
催
さ
れ
た
子
ど
も
議

会
で
中
学
生
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
ふ
る

さ
と
恩
返
し
奨
学
金
制
度
」
の
財
源
を

ふ
る
さ
と
納
税
に
求
め
る
制
度
の
創
設

を
提
案
す
る
。

【
町
長
】
現
在
、
町
で
は
、
町
総
合
計

画
の
将
来
に
基
づ
き
、
６
点
の
使
途
を

お
示
し
し
、
納
税
者
の
方
に
１
点
お
選

び
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
後
、
納
税

者
の
意
向
が
活
か
せ
る
よ
う
な
仕
組
み

も
検
討
し
た
い
。

【
企
画
課
長
】
中
学
生
か
ら
提
案
さ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
恩
返
し
奨
学
金
制
度
」

は
、
将
来
、
生
ま
れ
育
っ
た
中
能
登
町

に
恩
返
し
す
る
と
い
う
郷
土
愛
の
す
ば

ら
し
い
提
案
だ
と
考
え
る
が
、
制
度
設

計
に
あ
た
り
、
い
く
つ
か
の
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た

い
。

【
林
】
今
後
の
研
究
課
題
と
の
こ
と
だ

が
、
時
間
が
必
要
で
も
、
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
使
っ
て
、
他
に
は
な
い
独
自

の
発
想
で
、
若
者
た
ち
に
夢
を
与
え
る

取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
町
文
化
協
会
の
活
動

林　真弥 議員

問 

ふ
る
さ
と
恩
返
し
奨
学
金
制
度
創
設
に
取
り
組
め

　
　
答 

検
討
を
要
す
る
た
め
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い

３月定例会議 一 般 質 問

ヘルプマーク

鳥屋小学校登校坂　坂道がゆるやかに 鹿西小学校　外壁をきれいに塗装

平成29年12月実施　子ども議会



議会だより とびら 第15号議会だより とびら 第15号 1213

研修報告

議会運営委員会視察研修　　委員４人　局員３人　参加
３月27日　　志賀町議会

予算決算常任委員会の取り組みについて
　中能登町議会では、次期の議会議員改選後から、予算決
算の審議は、常任委員会で審議することを検討しています。
　当議会の当初予算は、特別委員会を設置し議長を除く全
員で審議していますが、補正予算においては、教育民生常
任委員会及び総務建設常任委員会それぞれに付託して審
議しています。定例会議初日に議案説明と質疑を行ってい
ますが、委員会審議でも、予算にかかる審議を全議員で行
うことができるように常任委員会を新たに設けるもので
す。
　それを踏まえて、今回、予算決算の常任委員会を設置している志賀町議会へ視察を行いました。志
賀町議会でも、当議会同様、特別委員会を設置し、予算と決算を審議していましたが、議員から当初
及び補正予算を全員で審議できないか、との意見があり、協議検討の結果、条例改正を行い、予算決
算常任委員会を設置し、議長を除く全員で審議しているとの説明を受けました。　
　予算審議は、執行部からの説明を受け、慎重に審議し、議員全員が的確に理解し、採決しなければ
ならない重要な議案であります。当議会においても、これからの議案審議において多いに参考となる
研修視察でありました。 （報告者：委員長 作間七郎）

志賀町議会での取り組み状況を伺う

議会全体行政視察研修　　委員12人　関係課職員１人　局員３人　参加
京都府精華町議会　三重県玉城町議会　４月26日から27日

　精華町議会は、議会活性化の取り組みがさかんで、特に強く感じたものが、予算決算常任委員会に
おける「事務事業評価」というものでした。執行部から提出された主要施策成果報告をもとに「事務
事業評価シート」を用い、議会で定めた評価基準によって、各議員が点数化を行ったうえ、委員会か
らの「評価点」「委員会の改善意見」を添えて、執行部に提出し、次の当初予算に反映できるように
取り組んでいるとのことでした。
　その他、議会報告会では、「ワールド・カフェ」方式を採用しており、より住民との対話に重点を
おいて行うなど興味深い取り組みが行われていました。
　次に玉城町議会では、当初予算及び補正予算並びに決算について、予算決算常任委員会を設置し付
託をしており、定例会ごとの特別委員会設置等による事務的効率の改善、当初予算から補正を含む決
算までの一連の予算の流れを全議員で審議するこ
とにより町の財政に関する議員の意識・関心がよ
り一層高まったとのメリットが得られたというこ
とでした。
　今回、両議会の視察を通し、より住民に身近で
分かりやすい議会や町の現状など深くお伝えでき
るように予算決算の常任委員会を通し、当議会が
活性化されるよう今後も邁進していきたいと思い
ます。 （報告者：議長　古玉栄治）

レポート提出します
12月定例会議・１月随時会議議員派遣

報告者：笹川広美　　期　間：１月18日～19日
場　所：全国市町村国際文化研修所　滋賀県大津市
テーマ：「自治体財政の見方」～健全化判断比率を中心に～

　平成 21年より施行されている「地方公共団体の財政
の健全化に関する法律」に基づく健全化判断比率は、監
査委員の審査を経て、議会に報告のうえ、公表されてい
ます。また、財政健全化計画の策定が必要な場合は、議
会の議決が義務付けられています。こうした状況にあっ
て地方議員には、財政状況
を正しくチェックし、住
民に説明するための能力
が求められています。今
回の研修では、財政健全化
法の概要、税制状況資料
を用いた財政指標の分析
を行うグループ演習など、
健全化判断比率を中心に、
自治体財政の見方を学ん
で参りました。 演習教室前で

石川北部アール・ディ・エフ
広域処理組合からの議会報告

坂井幸雄議員からの報告
平成30年２月23日　組合議会第１回定例会

【第１号議案】　平成30年度一般会計当初予算
　歳入歳出の総額は、10億2170万円
○主な歳入　　　
　関係５団体負担金 ５億5031万７千円
　（内)七尾市･中能登町分 １億4827万２千円
　県支出金 2500千円
　諸収入 ３億6887万３千円
（平成29年度と比較して、１億6450万円の減額）

※平成29年度公債費２億3284万６千円は償還
が全て終了
※当組合の専焼炉施設は実施期間を５年間延長
し、平成35年３月末日をもって終了するこ
とが決定しています。 精華町議会議員から詳細な説明を受けました

報告者：土本　稔　 期　間：平成30年２月10日
場　所：㈱地方議会総合研修所
テーマ：議員報酬の算出方法を考える

　地方議員のなり手不足から議員報酬引き上げによる解
決策が話題となり、個人的に報酬引き上げには消極的で
すが、正しい知識を得ようと研修に参加しました。
　研修では議員報酬とは、一般の報酬の概念のほか、そ
の地位に対し、職務と責任に応じて与えられる給付的性
格を有するいわゆる給与的な性質をも併せ有する広い概
念で用いられる面もある、と講義を受けました。つまり、
報酬であるが生活給の面もあるとの事でした。しかし、
民法上では生活給ではないため、報酬は差し押さえでき
るとの事でした。議員自体、常勤ではなく、非常勤でも
ないファジーな立ち位置であります。
　議員報酬決定要因として①財政状況②住民所得水準③
類似団体との比較④世論の動向と大きく４つあります。
この中で注目したのは、類似団体との比較であります。
当議会でも定数削減を実施しました。類似団体との比較
が大きな要因であります。このまま続けば、削減合戦の
始まりも予感します。落ち着いて考えれば、類似団体と
の比較は、単に横並びなだけの考えで進まないうえ、議
会の活性化はないし報酬の意義もないと感じました。
　議員の役割・職務を知ってもらうことが大切であり、
広報とびら発行や議会報告会の重要性を再認識しました。

株式会社バイテックファーム七尾
中能登工場　６月出荷予定

現地で説明を受ける　平成30年４月25日
　平成30年３月末に竣工した中能登工場。議
会では藤井社長案内のもと工場内を見学しまし
た。
　工場内では５月操業、６月の出荷を目指して
準備が進められており、種を植える場所、発育
を促す棚状に並べられた場所、製品の保管場所
などさまざまな用途に合わせた工場内の様子が
見られました。　　
　今後は６月出荷を予定にリーフレタスなどの
野菜が生産される予定です。

藤井社長から工場内の詳細な説明を受ける
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議会からのお知らせ

議会モニターを
募集しています

６月定例会議の日程

議会モニター委嘱式

　議会は、町民からの議会運営などに関する要
望、ご意見をいただき、議会運営に反映したい
と考えています。
どんな人がモニターになれるの？

モニターのお仕事って？

モニターの期間はどれくらい？

①年齢満 18歳以上の町民
②町議会の仕組みや運営に関心がある方
③町政や地域社会の発展に関心がある方

　おもに下記の①から③について意見などを文
書で提出していただきます。また、年 1回以上、
議会との意見交換会があります。
①会議を傍聴した意見・感想
②議会だより「とびら」の意見・感想
③町ホームページの議会内容の意見・感想
　会議の傍聴は、年間会議の月 1回以上の傍聴
をお願いします。

モニターの任期は 2年です。
まずは議会事務局までご連絡を
下さい。（℡ 74-2808）  

　中能登町議会モニターとして澤良一さんに委
嘱状が古玉議長から交付されました。澤さんに
は議会モニターとして、様々な議会の会議の傍
聴など、モニター活動を通じ、議会に対するご
意見をいただきたいと思っています。
　任期は平成32年３月31日までです。

４月３日　議長室にて委嘱状を手渡す

５月30日㈬ 10：00　定例会議　開議
〔議案上程・提案理由説明・議案説明・質疑など〕

５月31日㈭ 10：00　教育民生常任委員会
６月 １日㈮ 13：30　総務建設常任委員会
６月 ４日㈪ 10：00　一般質問
６月 ５日㈫ 10：00　一般質問（予備日）
６月 ６日㈬ 13：30　全員協議会 
　 　    　  15：00　定例会議　最終日

〔委員長報告・質疑・討論・採決〕

定例会議は　鳥屋庁舎　2階　議場で開催します。
定例会議はケーブルテレビ「なかのとチャンネ
ル」で中継します。会議の日程は
町のホームページからご覧いただ
けます。ぜひ、議場や大会議室へ
傍聴にお越し下さい。

議会活動報告 ２月から４月までの議会活動
○…出席　　×…欠席　　△…早退・遅刻
－…委員外　　公…公務　　
オ…議長が各委員会にオブザーバーで出席するとき

さまざまな会議の議員の出欠
状況をお知らせします。

月　日

　　議員名

会議名

尾　

田　

良　

一

土　

本　
　
　

稔

林　
　
　

真　

弥

中　

川　

秀　

平

山　

本　

孝　

司

笹　

川　

広　

美

南　
　
　

昭　

榮

諏　

訪　

良　

一

宮　

下　

為　

幸

甲　

部　

昭　

夫

古　

玉　

栄　

治

若　

狭　

明　

彦

坂　

井　

幸　

雄

作　

間　

七　

郎

２月 ９日 議会行革・活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ オ × ○ ○

２月 ９日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ オ × ○ ―

２月14日 教育民生常任委員会 ○ ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ オ ○ ○ ―

２月15日 総務建設常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○

２月19日 全員協議会（内示会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

２月26日 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ― × ○ ○

２月28日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

２月28日 庁舎統合建設特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ × ○ ○

３月 ５日 3月定例会議　初日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ５日 予算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

３月 ７日 教育民生常任委員会 ○ ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ オ ○ ○ ―

３月 ７日 総務建設常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○

３月 ９日 予算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○

３月12日 予算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × オ ○ ○ ○

３月13日 予算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × オ ○ ○ ○

３月15日 3月定例会議　一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月20日 予算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ オ ○ ○ ○

３月20日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月20日 3月定例会議　最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月28日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ オ ○ ○ ―

４月 ９日 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ オ ○ ○ ○

４月13日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４月13日 4月随時会議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４月15日 教育民生常任委員会 ○ ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ オ ○ ○ ―

４月16日 総務建設常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○

４月23日 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ オ ○ ○ ○

４月25日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ × △ ○

４月26・27日 議会全体視察研修 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ △ ○ ○ × ○ ○

石川県町村議長会総会
　永年、地方自治に貢献した自治功労議員とし
て４月24日、内灘町役場において表彰されまし
た。また、当議会が町村会表彰を受けました。

　■石川県知事表彰
　　町議会議員として５期以上在職議員

甲部　昭夫　議員（能登部上）
南　　昭榮　議員（瀬戸）　　

　■全国町村議会議長会表彰
　　町村議会表彰　中能登町議会

左から南議員・古玉議長・甲部議員
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林　

真
弥

久乃木
髙柳　哲三さん

　我が町には県下に誇れる展示専用の会場で、八

人展を開催出来る事は誠に幸せだと思い続けて、

九年に成りました。今回迄続いたのも「町」、文

化協会、教育委員会、新聞社等の御支援の御陰だ

と厚く感謝しています。

　会を重ねる事に来場者から色々勉強に成る事が

多く、良い刺激にもなります。今では町内はもと

寄り県外からも多く来られる様にまでなり、刺激

を受けています。各自、制作意欲を燃
もや

やしていま

す。来年は十回記念展を迎え今から制作構想を

練っています。これからは地元の四季折々の親し

みある風景など中心に傑作が生まれる事を期待し

て下さい。各自個性豊な仲間達ですから素晴らし

い作品が生まれ、展示発表が出来ると思います。

是非次回も御来場賜ります様、お願い致します。

　「文化の発展」は「町の繁栄」のバロメータと

言われています。

第九回いするぎ八人展を終えて

能登部下
木村　茂さん

　私の人生訓、「五省」を紹介します。

　　五省
せい

　一、至
し

誠
せい

に悖
もと

るなかりしか
　　　　　（真心に反していなかったか）
　一、言

げんこう

行に恥
は

ずるなかりしか
　　　　　（言行に不一致な点はなかったか）
　一、気力に缺

か

くるなかりしか
　　　　　（精神力は十分であったか）
　一、努力に憾

うら

みなかりしか
　　　　　（十分に努力したか）
　一、不

ぶ

精
しょう

に亘
わた

るなかりしか
　　　　　（最後まで手を抜かなかったか）

　これは、人間が生きるうえでの教訓的な意味を
持っている言葉で、日々自分のとって来た行動を
顧みて自律自戒し、一日を全うし、自己啓発して
成長して行くことです。
　そして、地域の皆さんと共和、協調し地域の発
展向上に寄与したいと思います。

私の人生訓


